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大学生涯学習教育研究センターと地域社会の連携２７
(1)地域の需要に応ずる一「常陸太田市の舞鶴塾」の実践から
茨城大学のセンターは，この二年間で「常陸太田市舞鶴塾｣，「真壁郡関城町
町民大学ペアーノ」など市町村が行っている生涯学習への講師派遣,市町村生涯
学習担当者を対象とする「生涯学習まちづくり講座｣，学校５日制に対応した
「サイエンスわんだ-ランド」の実施などユニークな事業を展開してきた。
これらのうち特に舞鶴塾と町民大学ペアーノについては，大学センターと市町

村の生涯学習行政の担当者が協議して企画を立て，大学・学部が講師団を組織し，
市や町は広報活動や学習者の組織，場所の確保や教材の印刷など開講に必要な条
件づくりに努めている。つまりセンターは大学・学部と市町村の間で橋渡し役を
務めている。特に住民の学習ニーズの把握，講座のプログラムの作成，学習活動
の評価などの重要部分は大学センターが担当している。
舞鶴塾は，歴史ある地方都市だが人口減少や商工業の地盤沈下に悩む常陸太田

市にあって，地域づくりに立ち上がった住民の学習グループである。取り組んで
いるテーマは地域振興，地域福祉，住民の健康づくり，生涯学習等である。大学
センターは，塾の活動に最初から一貫して関わっている。具体的には，市民意識
や学習ニーズの把握のための調査
の受託と実施，活動プログラムの表１舞鶴塾のプログラム（７回以降は省略）
企画への助言，講師の斡旋と派遣
である。講師の斡旋と派遣の場合，
各学部や人文学部の地域総合研究
所に依頼するか，あるいはセン
ターが擁している学外のネット
ワークから人材を紹介する。セン
ター内の研究・開発委員会のメン
バーや地域総研のメンバーには，
地域研究自体を専攻分野にしてい
る研究者が多いため，地域ニーズ
の掘り起こしには支障はない卿!。

(2)「届ける大学教育」-教委との連携
開放により高等教育の学習機会を県民・住民に保障することは，実際には県民
・住民が大学の門をくぐることへの心理的圧迫感があることと，大学までの距離

があり過ぎるなどの障碍のために理念倒れになりかねない。そこでどうしても
「届ける大学教育」が不可欠となる。その際大学と地域を結ぶのが大学センター
である。

回 ■■■■、

テ ー マ 講 師

１
まちづくりとは-まちの
ビジョンの必要性 大 学 教 官

２ まちづくりの資本論 地元銀行員

３ 環境問題と常陸太田の
まちづくり 実 践 家

４ まちづくりの人間関係論 大 学 教 官
５ まちの住みやすさとは 大学教官
６ 住民参加のまちづくり 実 践 家



２８特集大学改革と生涯学習
例えば，金沢大学センターは，教育委員会との共催で石川県下12市町村におい
て大学講座（夜間講座）を実施している。また東北大学センターは，教委との共
催で７市町村で開放講座を実施している。この他の大学も積極的に届ける大学教
育に取り組んでいる。
茨城県西に位置する関城町は，梨と白菜の産地である。ここに平成５年に誕生
した生涯学習センター「ペアーノ」の事業として「ユニバシティー・ペアーノ」
が誕生した。これの企画に大学センターが協力した。専門科目は一般教養科目
（４回)，町民基礎科目（８回)，地域振興専門科目（８回）の３つである。これ
は開講式の講演を含めて全体で21回(9月～３月）の長期講座である。担当者は，
一般教育科目は大学教官，町民基礎表２生涯学習指導者講習会のプログラム一般教育科目は大学教官，町民基礎

科目は町役場職員等，地域振興専門
科目は大学教官とセンターボラン
ティアの地域研究員，及びセンター
が斡旋した地域づくりの実践家など
である（プログラムは省略)。これ
らはまさしく「出前講座」である。
つまり大学が市町村の生涯学習事業
に協力して講師団を派遣する。その
事業の企画と斡旋にセンターが関
わっているのである。

｜’

(3)大学内外との連携一市町村の生
涯学習担当者対象の指導者研修会
茨城大学センターが平成６年度に
実施した「生涯学習指導者研修会」
は，大学センターが県の生涯学習セ
ンターや市町村との間にどのような
関係を構築すべきかについてのひと
つのモデル事例であると考えられる。
現在，教員研修の場合と違って，
市町村や団体の生涯学習担当者の研
修体系の中に大学での研修は含まれ
てはいない。そこで大学センターは，
基本的には県のセンターが行った生
涯学習指導者講習会等に参加した経



大学生涯学習教育研究センターと地域社会の連携２９
験を持つ市町村担当者や団体の指導者の中から，希望者を募ってこの研修会を実
施した。
平成６年度の場合，参加者は12市町村から15名と団体代表１名の計16名であっ
た。研修プログラムの概要は表２の通りである。

(4)情報の事業に生かす-18歳人口の減少に対応する事業
大学外のさまざまな情報はそれ自体で事業化されることはない。情報はニーズ
と資源を与えられて具体的な事業となる。そうした情報を事業に生かすポイント
は，現代社会におけるニーズを的確に捉え，そのニーズを戦略化する技術である。
その具体例を一つ取り上げてみる。
５日制が実施された平成５年にセンターは急速対応策を検討した。大学の学習

資源の開放を成人に限るのではなく，青少年にも拡大すべきであること，５日制
はそのための格好の機会であることが確認された。ボランティアの地域奨励研究
員の助言などをもとに，特に，科学離れ，理科離れ，実験離れの危機に対応でき
ないかという提案がなされた。そこで小中学生対象に科学実験教室を開いた｡大
変な人気で定員40名に120名の応募があり，急ぎ会場を増やしたほどであった。
始めの２年は教養部，理学部，教育学部が，現在は農学部が担当している。留

意すべきはこれは単なる公開講座ではないことである。むしろ真のねらいは，大
学が擁する豊富な学習資源を特に年少者へ開放することにより，来るべき18歳人
口の減少に積極的に対応しようとすることにある。毎年違ったプログラムで実施
しているが，その一端をあげておく。

表３サイエンスわんだ-ランド

回 平成４年度開設プログラム
1 極大の世界と極小の世界
２ 塩水で時計は作れるか

３ 生物時計，ゾウリムシの不思議な
生活

４ 失敗の科学

回 平成６年度開設プログラム
１ 宇宙の誕生と進化
２ 身近な自然に接してみよう
３ 微量元素の秘密
４ 秋の植物



３０特集大学改革と生涯学習

6．生涯学習教育研究センターの課題と今後の方向
一ヨコ型社会の構築に向けて一

大学の生涯学習センターは，地域社会との連携に関しては現状では二重三重の
隆路があると言える。
第一は，都道府県や市町村などの行政機関との関係においてである。大学セン

ターが独自性を発揮できない場合，行政との関係は行政が提供する学習機会との
間で少ない生涯学習参加者のパイを奪い合う競合関係に過ぎなくなる。あるいは
センターの独自性が，単に高度な学習機会の提供という意味だけでとらえられる
なら，センターと都道府県・市町村との関係は，提供する学習機会の内容的なレ
ベルの高いか低いかの水準の違いに過ぎなくなり，大学→都道府県→市町村→住
民というタテ型の関係に転化しがちにある。
その意味でも都道府県や市町村との間の役割関係をどう構築するかの問題は極

めて重要である。大学センターの役割は高度な学習機会の提供と研究が中心のは
ずだから，行政が提供する学習機会とは競合しないはずだとする大学センターの
役割限定主義もある。しかしこれは原則論に過ぎない。
第二の問題は，逆に大学センターが行政を仲介しないで地域と直接に関係を構

築する場合に見られる。そして注目すべきことは，実際各大学センターの成功例
の多くはこの場合であるということである。つまり，この場合は大学センターが
現在のタテ型の生涯学習システムからは抜け落ちてしまう市町村住民のニーズを，
都道府県や市町村の行政を経由せずに新しい発想で直接に組織化しようとするも
のであるため，再び行政との間で競合と軋礫を招きかねないのである。
第三は，地域社会との連携を拡大するノウハウと能力が不足していることであ

る。既に指摘したように，大学は基本的に内に閉じたシステムであり，意思や成
果の表現が基本的に学内や学会など閉じた系の中でのみ行われているため，住民
に直接に開いていくことは難しい。これは基本的には構成員の意識の問題でもあ
るが，それだけでなく，行政と異なって自前の財源や，タテの意思伝達の回路を
持たない大学は，何一つするにも多大な労力を必要としているという問題でもあ
る。
とは言え，見方を変えれば，これらは大学及び大学センターの新しい可能性を

暗示しているとは言えないか。誰もが明確に感じとっているように，現在は大き
な歴史や社会の転換期にある。生産，消費，福祉，教育すべての分野でネット
ワーク化の必要が語られるのは，日本社会がタテ型社会からヨコ型社会への歴史
的転換期に位置していることを意味している。生涯学習とは，端的に「ヨコ型の
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社会をつくる社会改革運動の精神的側面」と表現でき，そして地域においてさま
ざまの分野で進むネットワークづくりを生涯学習に役立て新しい教育システムを
つくることはすぐれて大学の生涯学習教育研究センターに期待される役割である
と言えるからである。
従って，一方では高等教育のレベルへの学習要求の高まりに対応しながらも，
同時に，そうしたヨコの社会的な関係で学習を捉えるという視点からの「研究」
こそがセンターに期待されるのではないかと考える。つまりセンターは成人の高
等教育を受ける機会を実質的に拡大するための現実的な諸条件や諸方策を明らか
にしなければならないのである。しかしこれまでのところ「教育・認定機能』に
限ってみると、単位認定や互換，コース登録制や科目登録制の拡大等による成人
の高等教育の学習機会の拡充にまで踏み込んだ検討を行っているセンターはほと
んどない現状である。その場合，例えばシュロッスパーク,N.K .等が言うよ
うな成人学習のための必須の条件づくりに関する具体的な提言は示唆的である。
特に大学を核とする地域社会の学習資源を成人学習者個人レベルの学習経験や学
習関心に応じて組織することによって，「成人のための学習環境の改善と設計』
を可能にすることなどはすぐれて大学センターの研究課題であると考える。その
成果は，成人学習にとどまらず，子どもの学習環境の改善と設計による自己教育
力の育成など，学校教育や家庭教育を含む新しい教育システムの開発につながる
はずだからである(4)。
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